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LB 会報            

2018 年 4 月 No.19 一般社団法人東大 LB 会機関紙 

編集者：吉江建一、和田康太郎 協力（現役)俣野泰佑、糸谷歩 

新部室遂に完成！3 月 19 日社員総会の日に、お披露目会を開催。 

LB 会員（291 名）、個人（7 名）、法人（10 社）の皆様のご寄付により、立派な新部室が完成したことを深く感謝！ 

２階のミーティングルームで、来賓挨拶（左武田理事長、右浅見前理事長） 

新部室の正面玄関 左上に看板あり↓ 

懇談する小山氏（35 卒）、宇尾氏（39 卒）、女子部員 他   左から樋口、山本、浅見、宮路の各氏 

 

百周年記念事業（以下は現時点での予定ですので、必ず事前に LB 会事務局、現役等にご確認くだい）     

1、5 月祭 5/20（日）；田嶋日本サッカー協会長の講演、シンポジウムなどを予定                

2、京大戦 7/29（日）；御殿下 Gで開催。前夜祭も 7/28（土）にで予定。現役戦、OB 戦ともに盛り上げましょう！     

3、ホームカミングデイ 10/20（土）例年のスポ愛との試合に加え、福島県亘理（わたり）町の少年団を招待！                                                                                                              

4、百周年記念パーティー；；12/8（土）18 時より（予定） 内容はこれから。帝国ホテルを予約しています！ 
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2017 年シーズン 

1. 運営体制 

男子；前期 主将  ：沢登 孝介(4 年・文)  後期 主将        ：中沖 隼 (3 年・経) 

副将  ：工藤 航 (4 年・工)     副将        ：沢登 孝介(4 年・文) 

主務  ：服部 直弘(4 年・工)        副将        ：工藤 航 (4 年・工)  

学生 GM：俣野 泰佑(4 年・工)        副将        ：松坂 大和(2 年・理Ⅱ) 

                  学生 GM 兼主務：糸谷 歩  (3 年・経) 

                  学生 GM   ：小坂 彩 (3 年・経) 

女子；主将：小尾 真里奈(3 年・経)     主務：横堀 ミラノ(3 年・法) 

2. 結果報告 

男子；東京都 2部リーグ  6 勝 8 敗 4分 勝ち点 22 6 位 

女子；関東大学リーグ 3部 2 勝 9 敗 0分 勝ち点 6 10 位(12 チーム) 

文京 LB Ladies 東京都女子社会人リーグ 3部 8 勝 1 敗 0分 勝ち点 24 1 位 

文京 LB Sprouts 東京都女子社会人リーグ 5部 2 勝 4 敗 1分 勝ち点 7  5 位(8 チーム) 

3. オフザピッチ活動報告 

御殿下サッカースクール(GSS)；毎週日曜日 8:30～10:00@御殿下グラウンド 

会員数：約 100 名  2017 年度は山中湖での合宿を開催    責任者：細井(新 3年・工) 

東大サッカーフェスティバル 

首都圏、全国の高校を東大に招き 

サッカー大会を通じて「東大ア式」を知ってもらう、そして目指してもらう 

2017 年大会で 13 回目の開催、2017 年大会の参加校は以下の 8校 

 浅野高校・麻布高校・海城高校・県立仙台第二高校・県立広島高校 

東大寺学園高校・広島学院高校(50 音順) 

2017 年大会責任者：新屋(新 3年・教養) 

地域振興(カイザー杯) 

文京区の少年サッカー大会(カイザー杯)の企画、運営のお手伝いを通じて、 

ホームタウン文京区に地域貢献する 

2017 年大会は大会要項の大幅な改訂など様々な改革を実施 

責任者：糸谷→吉本(新 3年・工) 

運動会総務部；運動会各部活の代表者からなる組織で各部活の統括や学生向けイベント企画などを行う 

2018 年度は小坂(新 4年・経)が総務部広報局長を務める 

学連；リーグ戦や各大会の運営、各大学の統括などを行う 

2018 年度は森(新 3年・教育)が幹事長を務める 

 

2018 シーズン 

4. 運営体制 

男子                                                女子 

主将       ：中沖 隼  (新 4 年・経)      主将：水谷 優香(新 3年・法) 

副将       ：松坂 大和 (新 3 年・農)     主務：平田 佳織(新 3年・工) 

副将       ：大谷 拓也 (新 2 年・文Ⅰ) 

主務兼学生 GM   ：糸谷 歩  (新 4 年・経)      

学生 GM     ：小坂 彩  (新 4 年・経) 



 

5. スケジュール
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精進してまいります。今後とも、応援よろしくお願い致します。

 

（監督、現役による対外発信）
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第３部では「日本における今後のスポーツビジネス拡大と日本版

ンが行われました。第３部もスポーツ各界で活躍される方々が登壇され、境田理事の進行の下、議論が行われまし

た。 

法人日本サッカー協会監事、東京大学運動会ア式蹴球部監督、東京ユナイテッド

工学部

域・学生間の新しい形の関わり方の紹介がありました。小林至氏（江戸川大学教授、元千葉ロッテマリーンズ投手、

元福岡ソフトバンク

の話題提供に加え、日本版

締役社長、公益社団法人ジャパン・

スケジュール
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12/8(土) 創部 100

2018 年度主将 中沖隼（経済学部４

2018 年度主将 水谷優香

精進してまいります。今後とも、応援よろしくお願い致します。

（監督、現役による対外発信）
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ンが行われました。第３部もスポーツ各界で活躍される方々が登壇され、境田理事の進行の下、議論が行われまし

三沢英生氏（株式会社ドーム取締役、東京大学運動会アメリカンフットボール部監督）、福田雅氏（公益財団

法人日本サッカー協会監事、東京大学運動会ア式蹴球部監督、東京ユナイテッド

工学部 4年、 東京大学運動会ア式蹴球部学生
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主将を務めさせていただいております中沖隼です。新たに建てて頂いた部室は端的に言って全

てが揃っています。僕らには勿体ないほどの環境を与えて頂いて部員共々感謝の気持ちで一杯

です。環境ばかりいい物を与えられ、サッカーチームの本分である「勝利」が伴わなければ情

けない話です。それは全部員が認識しており、今回これほどまでに素晴らしい環境を与えて頂

いたことでより一層昇格に向け気が引き締まる思いです。

重ねてお礼申し上げます。

 

水谷優香（法

今年の女子部主将を務めさせていただいております、水谷優香です。

この度は、

とうございます。とても立派な女子部屋、さらに女子用のシャワー室までつけていただいて、

部員一同気の引き締まる思いです。

この女子部屋の広さに見合うような、いやそれ以上の部員を集め、練習後のシャワーやミー

ティング、試合分析で利用するなどこの環境を十分に活用して、成果に結びつけていきたい

と思います。

精進してまいります。今後とも、応援よろしくお願い致します。

（監督、現役による対外発信） 
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～10/21(日)

周年記念式典@帝国ホテル

中沖隼（経済学部４年・暁星）

主将を務めさせていただいております中沖隼です。新たに建てて頂いた部室は端的に言って全

てが揃っています。僕らには勿体ないほどの環境を与えて頂いて部員共々感謝の気持ちで一杯

です。環境ばかりいい物を与えられ、サッカーチームの本分である「勝利」が伴わなければ情

けない話です。それは全部員が認識しており、今回これほどまでに素晴らしい環境を与えて頂

いたことでより一層昇格に向け気が引き締まる思いです。

重ねてお礼申し上げます。

法学部４年・一宮

今年の女子部主将を務めさせていただいております、水谷優香です。

この度は、OB の皆様の尽力によりこんなにも素晴らしい部室を建てていただき、誠にありが

とうございます。とても立派な女子部屋、さらに女子用のシャワー室までつけていただいて、

部員一同気の引き締まる思いです。

この女子部屋の広さに見合うような、いやそれ以上の部員を集め、練習後のシャワーやミー

ティング、試合分析で利用するなどこの環境を十分に活用して、成果に結びつけていきたい

と思います。OB の皆様のように私たちも総力を結集し、１つでも多くの勝利を獲得するた

精進してまいります。今後とも、応援よろしくお願い致します。

 

17 日(火)に東京大学スポーツ先端科学研究拠点・政策ビジョン研究セン

“Society 5.0”とスポー

部パネルディスカッションで福田監督

第３部では「日本における今後のスポーツビジネス拡大と日本版

ンが行われました。第３部もスポーツ各界で活躍される方々が登壇され、境田理事の進行の下、議論が行われまし

三沢英生氏（株式会社ドーム取締役、東京大学運動会アメリカンフットボール部監督）、福田雅氏（公益財団

法人日本サッカー協会監事、東京大学運動会ア式蹴球部監督、東京ユナイテッド

東京大学運動会ア式蹴球部学生

域・学生間の新しい形の関わり方の紹介がありました。小林至氏（江戸川大学教授、元千葉ロッテマリーンズ投手、

ホークス株式会社取締役）からは第１部・２部を受けた形でのテクノロジーと野球について
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今年の女子部主将を務めさせていただいております、水谷優香です。

の皆様の尽力によりこんなにも素晴らしい部室を建てていただき、誠にありが

とうございます。とても立派な女子部屋、さらに女子用のシャワー室までつけていただいて、

この女子部屋の広さに見合うような、いやそれ以上の部員を集め、練習後のシャワーやミー

ティング、試合分析で利用するなどこの環境を十分に活用して、成果に結びつけていきたい

の皆様のように私たちも総力を結集し、１つでも多くの勝利を獲得するた

精進してまいります。今後とも、応援よろしくお願い致します。 

に東京大学スポーツ先端科学研究拠点・政策ビジョン研究セン

～スポーツの新たな価値創出に向けて～」

生ＧＭがパネリストとして登壇。

第３部では「日本における今後のスポーツビジネス拡大と日本版 NCAA の可能性」テーマにパネルディスカッショ

ンが行われました。第３部もスポーツ各界で活躍される方々が登壇され、境田理事の進行の下、議論が行われまし

三沢英生氏（株式会社ドーム取締役、東京大学運動会アメリカンフットボール部監督）、福田雅氏（公益財団

法人日本サッカー協会監事、東京大学運動会ア式蹴球部監督、東京ユナイテッド

、一般社団法人ユニサカ理事）からは、大学スポーツと企

域・学生間の新しい形の関わり方の紹介がありました。小林至氏（江戸川大学教授、元千葉ロッテマリーンズ投手、

ホークス株式会社取締役）からは第１部・２部を受けた形でのテクノロジーと野球について

構想の説明が行われました。島田慎二氏（株式会社千葉ジェッツふなばし代表取

プロフェッショナル・バスケットボールリーグ副理事長）からは、スポーツ

主将を務めさせていただいております中沖隼です。新たに建てて頂いた部室は端的に言って全

てが揃っています。僕らには勿体ないほどの環境を与えて頂いて部員共々感謝の気持ちで一杯

です。環境ばかりいい物を与えられ、サッカーチームの本分である「勝利」が伴わなければ情

けない話です。それは全部員が認識しており、今回これほどまでに素晴らしい環境を与えて頂

いたことでより一層昇格に向け気が引き締まる思いです。 

今年の女子部主将を務めさせていただいております、水谷優香です。

の皆様の尽力によりこんなにも素晴らしい部室を建てていただき、誠にありが

とうございます。とても立派な女子部屋、さらに女子用のシャワー室までつけていただいて、

この女子部屋の広さに見合うような、いやそれ以上の部員を集め、練習後のシャワーやミー

ティング、試合分析で利用するなどこの環境を十分に活用して、成果に結びつけていきたい

の皆様のように私たちも総力を結集し、１つでも多くの勝利を獲得するた

に東京大学スポーツ先端科学研究拠点・政策ビジョン研究セン

～スポーツの新たな価値創出に向けて～」

生ＧＭがパネリストとして登壇。

の可能性」テーマにパネルディスカッショ

ンが行われました。第３部もスポーツ各界で活躍される方々が登壇され、境田理事の進行の下、議論が行われまし

三沢英生氏（株式会社ドーム取締役、東京大学運動会アメリカンフットボール部監督）、福田雅氏（公益財団

法人日本サッカー協会監事、東京大学運動会ア式蹴球部監督、東京ユナイテッド FC 監督）、俣野泰佑氏（東京大学

、一般社団法人ユニサカ理事）からは、大学スポーツと企

域・学生間の新しい形の関わり方の紹介がありました。小林至氏（江戸川大学教授、元千葉ロッテマリーンズ投手、

ホークス株式会社取締役）からは第１部・２部を受けた形でのテクノロジーと野球について

構想の説明が行われました。島田慎二氏（株式会社千葉ジェッツふなばし代表取

プロフェッショナル・バスケットボールリーグ副理事長）からは、スポーツ

主将を務めさせていただいております中沖隼です。新たに建てて頂いた部室は端的に言って全

てが揃っています。僕らには勿体ないほどの環境を与えて頂いて部員共々感謝の気持ちで一杯

です。環境ばかりいい物を与えられ、サッカーチームの本分である「勝利」が伴わなければ情

けない話です。それは全部員が認識しており、今回これほどまでに素晴らしい環境を与えて頂

今年の女子部主将を務めさせていただいております、水谷優香です。 

の皆様の尽力によりこんなにも素晴らしい部室を建てていただき、誠にありが

とうございます。とても立派な女子部屋、さらに女子用のシャワー室までつけていただいて、

この女子部屋の広さに見合うような、いやそれ以上の部員を集め、練習後のシャワーやミー

ティング、試合分析で利用するなどこの環境を十分に活用して、成果に結びつけていきたい

の皆様のように私たちも総力を結集し、１つでも多くの勝利を獲得するた

に東京大学スポーツ先端科学研究拠点・政策ビジョン研究セン

～スポーツの新たな価値創出に向けて～」

生ＧＭがパネリストとして登壇。以下はその概要です。

の可能性」テーマにパネルディスカッショ

ンが行われました。第３部もスポーツ各界で活躍される方々が登壇され、境田理事の進行の下、議論が行われまし

三沢英生氏（株式会社ドーム取締役、東京大学運動会アメリカンフットボール部監督）、福田雅氏（公益財団

監督）、俣野泰佑氏（東京大学

、一般社団法人ユニサカ理事）からは、大学スポーツと企

域・学生間の新しい形の関わり方の紹介がありました。小林至氏（江戸川大学教授、元千葉ロッテマリーンズ投手、

ホークス株式会社取締役）からは第１部・２部を受けた形でのテクノロジーと野球について

構想の説明が行われました。島田慎二氏（株式会社千葉ジェッツふなばし代表取

プロフェッショナル・バスケットボールリーグ副理事長）からは、スポーツ

主将を務めさせていただいております中沖隼です。新たに建てて頂いた部室は端的に言って全

てが揃っています。僕らには勿体ないほどの環境を与えて頂いて部員共々感謝の気持ちで一杯

です。環境ばかりいい物を与えられ、サッカーチームの本分である「勝利」が伴わなければ情

けない話です。それは全部員が認識しており、今回これほどまでに素晴らしい環境を与えて頂

の皆様の尽力によりこんなにも素晴らしい部室を建てていただき、誠にありが

とうございます。とても立派な女子部屋、さらに女子用のシャワー室までつけていただいて、

この女子部屋の広さに見合うような、いやそれ以上の部員を集め、練習後のシャワーやミー

ティング、試合分析で利用するなどこの環境を十分に活用して、成果に結びつけていきたい

の皆様のように私たちも総力を結集し、１つでも多くの勝利を獲得するた

に東京大学スポーツ先端科学研究拠点・政策ビジョン研究センターによる特別

～スポーツの新たな価値創出に向けて～」が開催され

以下はその概要です。

の可能性」テーマにパネルディスカッショ

ンが行われました。第３部もスポーツ各界で活躍される方々が登壇され、境田理事の進行の下、議論が行われまし

三沢英生氏（株式会社ドーム取締役、東京大学運動会アメリカンフットボール部監督）、福田雅氏（公益財団

監督）、俣野泰佑氏（東京大学

、一般社団法人ユニサカ理事）からは、大学スポーツと企業・地

域・学生間の新しい形の関わり方の紹介がありました。小林至氏（江戸川大学教授、元千葉ロッテマリーンズ投手、

ホークス株式会社取締役）からは第１部・２部を受けた形でのテクノロジーと野球について

構想の説明が行われました。島田慎二氏（株式会社千葉ジェッツふなばし代表取

プロフェッショナル・バスケットボールリーグ副理事長）からは、スポーツ
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主将を務めさせていただいております中沖隼です。新たに建てて頂いた部室は端的に言って全

てが揃っています。僕らには勿体ないほどの環境を与えて頂いて部員共々感謝の気持ちで一杯

です。環境ばかりいい物を与えられ、サッカーチームの本分である「勝利」が伴わなければ情

けない話です。それは全部員が認識しており、今回これほどまでに素晴らしい環境を与えて頂

の皆様の尽力によりこんなにも素晴らしい部室を建てていただき、誠にありが

とうございます。とても立派な女子部屋、さらに女子用のシャワー室までつけていただいて、

この女子部屋の広さに見合うような、いやそれ以上の部員を集め、練習後のシャワーやミー

ティング、試合分析で利用するなどこの環境を十分に活用して、成果に結びつけていきたい

の皆様のように私たちも総力を結集し、１つでも多くの勝利を獲得するため

ターによる特別

が開催され

以下はその概要です。 

の可能性」テーマにパネルディスカッショ

ンが行われました。第３部もスポーツ各界で活躍される方々が登壇され、境田理事の進行の下、議論が行われまし

三沢英生氏（株式会社ドーム取締役、東京大学運動会アメリカンフットボール部監督）、福田雅氏（公益財団

監督）、俣野泰佑氏（東京大学

業・地

域・学生間の新しい形の関わり方の紹介がありました。小林至氏（江戸川大学教授、元千葉ロッテマリーンズ投手、

ホークス株式会社取締役）からは第１部・２部を受けた形でのテクノロジーと野球について

構想の説明が行われました。島田慎二氏（株式会社千葉ジェッツふなばし代表取

プロフェッショナル・バスケットボールリーグ副理事長）からは、スポーツ
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ビジネスの捉え方についての話題提供があり、スポーツへの熱い想いやボランティア精神に依存したビジネスでは

低賃金・長時間労働といったブラック化を 招きかねないということ、他のビジネスと同様に捉えるべきであるこ

とが述べられました。また、日本版 NCAA に関わる話題として、Bリーグ立ち上げの経験を元に、新たな組織を作

るには戦略に加えて強力なリーダーシップをもった人が 必要であることが述べられました。本ディスカッション

では大学スポーツ振興およびビジネスの視点に加え、地域という視点も加えた形で具体的な活動内容が紹介された

ことで、これからのスポーツ振興の形が垣間見えるものとなりました。』 

 

ＬＢ会の活動報告；以下は、3/17 の社員総会で、了承された内容から抜粋したものです。  

2017 年度 事業報告承認の件；017 年度に、定款に則って取り組んだ各事業について報告します。 

 

（１） 東大ア式蹴球部の育成・強化と援助 

    ・利重総監督、福田監督による LBBRB と連携したトップチーム強化体制の構築（LBBRB の練習に参加し、

同チームのコーチや選手の指導を受ける） 

    ・試合の応援（リーグ戦、京大戦、等） 

    ・若手 LB（学生コーチ）の現役練習への参加・指導 

    ・新入生入部式兼リーグ戦激励会への出席 

    ・ア式蹴球部支援基金による支援／女子部ユニフォーム作成（48 万円）、パソコン等の購入（20 万円） 

    ・現役と共同で東大体育チームと協議・要請しながら、御殿下Ｇについて、 

         1)ゴールポストの老朽更新を実施 

         2)人工芝については 

           ①老朽箇所の部分的補修を実施 ②但し、抜本的更新が継続課題 

         3)照明の改善を現在検討中 

 

（２）年齢別サッカーチーム運営 

    ・シニア層（50 歳前後より上の世代） 

     －今年度も東京都シニアサッカー連盟が主催する 0-70、0-65、0-60 の各世代のリーグ戦に参加した。 

（チーム名は、0-70 は LB クラブ、0-65 と 0-60 は LB 御殿下シニア 60FC） 

     －リーグ戦に並行して、50 歳以上の世代を中心に千葉大交流戦、七大学 OB 戦、東早慶三大学 OB 戦、

京大戦 OB 戦、藤枝草サッカー大会、刈谷スーパーエイジ大会、ホームカミングデイ、藤枝金丸杯、

一橋大 OB 戦、防衛大北大 OB 戦など、毎年恒例の試合のほか、多種多様なチームとの交流試合を行っ

た。合計約 50 試合に及ぶ。 

     －シニア層の試合では、現役支援の名目で参加費を集めており、今年度は 53 万円に達した。 

    ・中堅層（40 歳代） 

      千葉大交流戦、七大学 OB 戦、京大戦 OB 戦、 

    ・若手（40 歳以下） 

      東京都社会人リーグ二部と三部に加盟し、活動をしている。 

（３）少年少女サッカー教室 

・2016 年 4 月から運営をＬＢに移行して２年目となり、現体制への移行も順調に行えた。 

（４）サッカーに関する情報発信 

    ・LB 会報年二回発行。 

    ・五月祭でシンポジウムを開催。 

    ・10 月 17 日(火)に東京大学スポーツ先端科学研究拠点・政策ビジョン研究セン  

     ターによる特別シンポジウム「“Society 5.0”とスポーツ先端科学研究 ～ス 

     ポーツの新たな価値創出に向けて～」に福田監督と俣野学生ＧＭがパネリスト 

     として登壇。シンポジウム第 3部パネルディスカッションでの 

「日本における今後のスポーツビジネス拡大と日本版 NCAA の可能性」というテーマは、日本の大学

スポーツ界の大転換点となる「日本版 NCAA 構想」であり、ア式蹴球部の今後にも密接に関わってく

るものであった。 

（５）会員名簿の作成および管理 

    ・会費キャンペーンと連動させながら、住所録、メールアドレスリストのメンテナンス作業を継続実施。 

 

（６）その他目的を達するに必要な事業；100 周年記念事業の企画、準備に取り組んでいる。   
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平成 29 年度 一般社団法人 東大ＬＢ会 

        

             

  
貸借対照表 

 
平成 29 年 12 月 31 日現在 

  
(単位:円) 

  
     資産の部        負債の部       

 
     科  目   金  額   科  目    金  額  

 
  現金預金 

 
22,700,357   未払金 

  
9,163,682  

 

  
   

    
未払法人税

等   
70,000  

 

  貯蔵品 
 

52,201    負債の部合計  9,233,682  
 

  
   

            
 

  
   

    純資産の部       
 

  
   

    基金 
  

9,000,000  
 

  
   

    繰越利益 
  

4,518,876  
 

  
   

     純資産の部合計  13,518,876  
 

     資産の部合計 22,752,558    負債･純資産の部合計  22,752,558  
 

             

             

  
財産目録 

 
平成 29 年 12 月 31 日現在 

  
(単位:円） 

  
      摘         要          金     額  

 
1 資産の部               

 
   現金預金 

     
  

 
   

 
  

 
現金 

     
0 

 
   

 
  

 
普通預金 経費口 みずほ丸の内中央 

  
21,131,533 

 
   

 
  

 
普通預金 会費口 みずほ日本橋 

   
0 

 
   

 
  

 
普通預金 会費口 三菱東京ＵＦＪ日本橋 

 
0 

 
   

 
  

 
郵便局 会費口 郵便振替口座 220-7-80441 0 

 
   

 
  

 
普通預金 ｽｸｰﾙ口 みずほ 

   
339,979 

 
   

 
  

 
普通預金 ｽｸｰﾙ口 三菱東京ＵＦＪ 

   
1,228,845     

 

  
      

現金預金合

計 
  

 
22,700,357  

 

   貯蔵品在庫 ９０年記念誌（＠3,493×7） 
   

24,451 
 

   
 

  
  

ﾎﾟﾛｼｬﾂ（＠2,775×10） 
   

27,750     
 

  
    

貯蔵品在庫合計   
 

52,201  
 

  
      

資産の部合

計 
   22,752,558  

 

2 負債の部 
     

  
 

   
 

   未払金 経費 
    

9,163,682 
 

   
 

   未払法人税等 均等割 
    

70,000 
 

9,233,682  
 

  
      

負債の部合

計 
   9,233,682  

 

  
       

  
 

   
 

3 純資産            13,518,876  
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  損益計算書 

  

         

    
 平成 29 年度 

    

    
  平成 29 年 1 月 1 日から平成 29 年 12 月 31 日まで 

   

     
一般社団法人 東大ＬＢ会 

  

         

 
科目 決算 収益 非収益   

 
Ⅰ 収入の部         

 
  １ 会費収入 4,389,000   4,389,000   

 
  

   
        

 
  ２ 事業収入 3,433,617       

 
  

 
サッカー教室 3,433,617 3,433,617     

 
  

   
        

 
  ３ 寄付金収入 529,945       

 
  

 
試合参加時寄付金 529,945  529,945   

 
  

   
        

 
  ４ その他収入 460       

 
  

 
利息収入 163  163   

 
  

 
法人税還付金 297   297   

 
  収 入 合 計 8,353,022 3,433,617 4,919,405   

 
Ⅱ 支出の部         

 
  １ 事業費 7,447,105       

 
  

 
サッカー教室 3,735,387 3,735,387     

 
  

 
部室関連費 3,462,120   3,462,120   

 
  

 
LB 会報 249,598   249,598   

 
  ２ 管理費 249,475       

 
  

  
租税公課 70,000 28,774 41,226   

 
  

  
会議費 25,834 10,619 15,215   

 
  

  
支払手数料 73,267 30,117 43,150   

 
  

  
その他の費用 80,374 33,039 47,335   

 
  

   
        

 
  

   
        

 
  支 出 合 計 7,696,580 3,837,936 3,858,644   

 
    当期収支差額 656,442 △ 404,319 1,060,761   

         
  （注）「支出の部 部室関連費」は、新部室の建設費用の一部として、業者への支払いに充当した費用。 

     詳細は、以下の「部室建替えについての報告の件」を参照ください。 

 

部室建替えについて報告の件 （2017、3 月総会以降の動き）         

１、（昨年 3 月総会以降）完工に至る進捗について、 

・昨年の 3月の総会では、1月着工が遅れ、最㏿でも 4月着工、9月完工の予定となることを報告している。4月

の着工を目指し、解体工事は、予定通り 2月 20 日に取り掛かり、2月末に終了し、3月 1日には第 1回の埋蔵文化

財調査も完了。3月 22 日の東京都の建築確認申請を得るための審査会を待つばかりとなった。 
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・しかしながら、審査会はＯＫが出たが、その後東京都の建築課の担当者の人事異動により、再度、各種の質問が

出され、そのやり取りに大幅な時間がかかり、また同時に申請している野球部のブルペン工事の質疑等に手間取っ

た。結果として、都の内部での承認が得られて、消防に回り、また都に戻って最終の建築確認申請の手続きが終了

したのは 7月末になり、大幅に遅延することになった。それから鉄骨等の材料を発注し、お盆明けに最終の埋蔵文

化財の立会を行い、基礎躯体の工事を 8月 2１日に開始。この時点で、3月の総会で報告した 4月着工予定から、

ほぼ 5カ月遅れとなってしまった。 

 

・その後工事は順調に進んだが、9月になり基礎躯体工事中に、テニスコートとの間の樹木５本（当初の計画では

周囲の景観保全のため、保持が求められていた）を、倒壊の危険があるということで、安全確保を優先して伐採せ

ざるを得ない事態となった。この伐採に関しては、施設部から日東工営が報告書の提出（10/13）と植栽部会長（下

村教授）への説明（11/7）を求められた。 

 

・これらの伐採に関しては、工事に伴うものとして、ＬＢ会として追加負担せざるを得ないことをご了解いただき

たい（伐採費用は 77 万円）。数年前にテニスコートとの間の樹木が大きくなり、旧部室の庇が壊れ、雨漏りの原

因となったことがある。樹木が伐採できたことは、今後の維持管理上、極めて有益である。 

 

・その後工事は順調に進捗し、1月末に完工した。2月 8日に東京都の消防の検査があり合格。2月 13 日には武田

理事長による施主検査が行われ、我々の要望通りの建物が完工していることを確認した。2/14 大学による検査、

2/27 東京都による検査に合格。各種什器、ロッカー、製氷機、電気製品、寄付者銘板・看板等の搬入・据付けを

経て、3/13 に部員が引っ越しを行い、3/17 のお披露目会を迎えることができた。 

 

・なお、東京都による新部室への検査済証の発行に関して、年初に問題があることが判明した。新部室そのものは、

昨年 3月に都の審査会で OK が出て、正式な建築確認申請書をもらい工事着工に至っている。しかしながら、東大

構内全体に、まだ未申請建物が多数あり、5年前から改善が進んでいないことから、他の新築建物も含め、東京都

は今回の部室や野球部のブルペンに関して「仮使用」しか認めないとの意向を示してきた。このことに関しては、

1/12 に武田理事長が施設部の保全課長に面会し、正式な検査済証の取得を強く要請したが、大学としては都の意

向に逆らえないとの判断であった。 

 

・従って、新部室は当面（建築基準法上は）仮使用にならざるを得ない。しかしながら、正式な検査済証は発行さ

れない即ち仮使用であっても、今後の新部室の使用に関しては、全く問題ないとの見解を大学からは得ている。な

お、できるだけ早期に、大学が、都から正式な検査済証を得るように LB 会としては強く要請済である。 

 

２、寄付された大学基の内容 

・2017 年 3 月 18 日の定時社員総会での報告数字 

大学基金への寄付；建替え指定（63,792,000）＋指定なし（8,699,245）＝72,491,245 円 

・2018 年 2 月時点での大学基金への寄付；75,817,093 円 

昨年 3月総会時点より約 332 万円増額した（企業からの寄付が 260、生協から 22、LB・個人から約 50 万円）。 

・なお、関西ペイント（株）による百周年のための寄付金 200 万円（2016 年 3 月）は、上記の部室寄付金とは別

に、大学基金にある。 

 

３、日東工営（工事業者）との価格交渉；-詳細は日東から提出を受けた「東京大学サッカー部新営工事の検 

討経緯の概要について」にまとめられている（総会には資料は割愛） 
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・大学と日東工営との契約について（昨年 3月の総会で報告済） 

１）設計・解体契約；864 万円（税込み）については契約、払い込み終了（2017 年 5 月末） 

２）新築工事契約；58,547,880 円（税込み）については、昨年 6月末に契約は完了。大学からの払い込みは工事

完成後一括支払いの予定（2018 年 4 月ごろ）。 

３）設計・解体契約＋新築工事契約合計；67,187,880 円 

 

・LB 会と日東との最終価格交渉 

１）2016 年 3 月の日東の見積り 78.7 百万円（税込み 85 百万円）に対して、同年の 8月ごろに LB 会より税込みで

68 百万円(20％引き）にしてほしいとの値引き要請をした。これに対して日東の一次回答は税前で 68 百万円（税

込み 7344 万円）。この時点で両者の差額は消費税相当の 544 万円あった（昨年 3月の総会で報告済）。 

 

２）基礎躯体工事がすべて終了した昨年の 11/1 付で追加工事分として、496 万円（税込み）が請求された。 

内訳は、 

① 解体工事の際に、テニス部室への電灯幹線/外灯引込（162）給排水管切回し（148）ガス管切回し（44）の

計 354 万円 

② テニスコートとの境界上の樹木 5本の伐採費用（77）、旧部室残置物処分（60）計 137 万円 

③ 新部室の仕様変更の増（136）と減（131）の差額 5万円 

３）この追加分の内（もともと地震研究所から部室への詳細図面がないため実際に掘削しないと詳細が不明な）電

気・ガス・給排水の切回し工事分（上記①の 354 万円）は、そもそも見積もりに織込みができないことから、最初

の見積もり段階で、日東から、追加があり得ると言われていたものである。 

 

４）この時点で、日東の値引き後価格 7344 万円と追加工事分 496 万円＝7840 万円（税込み）に対して、大学基金

で 6719 万円を支払予定であり、その差 1121 万円が日東から LB 会に対しての請求額となった。 

 

５）これに対して、更なる値引き交渉を行い、最終的に 280 万円（1121 万円に対して 25％引き）の値引きを引き

出すことができたので、841 万円の請求額となった。 

‐2017/12/18 付 LB 会への請求書「サッカー部新営工事に伴う追加工事（税込み 8,412,120 円）あり。 

 

４、LB 会としての日東工営への支払い対応 

・上記の日東からの追加請求に対する対応については、昨年 8月の理事会で経過報告し、「差の 544 万円＋追加工

事分については、できるだけ値引き交渉をする前提で、LB 会としては LB 会口座の部室寄付預かり金 495 万円及び

LB 会計から補填で賄うことはやむなし」との方針を決議した。 

 

・その後 12 月の理事会で、上記の追加工事分 496 万円の内容の吟味を行い、妥当なものと判断をした。また値引

きも 280 万円が上限であるとの認識をした。 

 

・一方で、LB 会の口座にある資金の状況（2017 年の収支は除く）は以下の通りであり 

① 2016 年 12 月 31 日時点での部室寄付預り金；495 万円 

② 2016 年 12 月 31 日時点での繰越利益       ;386 万円     計 881 万円 

これら二つの資金で、日東からの請求額 841 万円については、賄うことが可能であるとの認識をした。 

 

・これらを踏まえて、さらに昨年の 3月の総会において、LB 会口座から日東への支払額については、「上記の部

室寄付預り金（495 万円）を上回った場合は、LB 会の会計から補てんすることとする」との了解を得ていることか
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ら、12 月の理事会において、日東への支払い 841 万円を承認した。合わせて日東への支払いは、追加工事が終了

していることから可及的に㏿やかに行い（2018 年の 1/23 支払い済）、2017 年の決算に反映することも合わせて承

認された。  

2017 年の決算処理内容；日東への支払い 8,412,120 円に対して 

① LB 会の部室寄付預り金 4,950,000 円を充当 

② 3,462,120 円を「部室関連費」として支出   以上 

 

2018 年度 予算(案) 承認の件 

 

１、2017 年末繰越利益；452 万円 

２、2018 年収入・支出 

（１）収入 

①LB 会費；400 万円（2017 年は 445 万円、（内過年度分の納入約 45 万円）） 

②サッカー教室；250 万円（会費収入見合い） 

③ 試合参加者寄付金；50 万円（2017 年並み） 

④ その他；特に見込まず 

小計；700 万円・・・（ア） 

（２）支出 

①事業費 

・現役支援；250 万円 

・百周年記念事業；750 万円（下記の注記を参照） 

・LB 会報；30 万円（2017 年並み） 

③ 管理費；30 万円（2017 年並み） 

④ 予備費；40 万円 

小計；1100 万円・・・（イ）        

               （ア）－（イ）＝400 万円の赤字予算 

３、2018 年末の繰越利益；52 万円 

 

（注記）百周年記念事業内訳（仮置き、概算） 

① 新部室什器・ロッカー代；220 万円 

② 5 月祭；20 万円 

③ 京大戦；30 万円 

④ ホームカミングデイ（宮城県亘理町少年サッカー団招待他）；30 万円 

⑤ 記念式典；50 万円 

⑥ 記念誌；制作費 500－販売 150＝350 万円 

⑦ 予備費；50 万円        計 750 万円 

 

４、大学基金の状況；2018 年 2 月現在で、新部室への備品類（製氷機、寄付者銘板、看板、家電製品他）購入に

160 万円程度充当する予定であり、残金は 250～300 万円程度（精査中）になる。これを上記百周年記念事業に充

当したいと考えている。    
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「理事 20 名、監事 2名」；今年度は継続 

・武田 厚理事長（昭 45）、藤原 真一副理事長（昭 52）、利重 孝夫副理事長（昭 63） 

・鹿園 直毅理事・部長（昭 63）、吉江 建一事務局長（昭 54）、和田 康太郎事務局次長（昭 58） 

兵頭 圭介（昭 50）、吉澤 伸明（昭 50）、堀井 茂（昭 51）、牛窪 健一（昭 56） 

金子 健紀（昭 63）、稲村 孝史（平 04）、前川 圭吾（平 08）、福田 雅（平 12）、小川 和聖（平 13） 

胡内 健一（平 15）、大沢 拓巳（平 21）、千布 勇気（平 21）、宮川 啓輝（平 24）、片山 元（平 26） 

以上理事 20 名 

（監事）田中靖（Ｓ51）、石坂哲将（Ｓ60）   以上監事 2名 

                                          

「代議員」 

下記の 41 名の方々が再任ないし新任されました。任期は二年です。 

中村 紀雄（再・昭 38）・宇尾 誠一（再・昭 39）・渡辺 翼（再・昭 41）・草野 干夫（再・昭 42） 

加納 研之助（再・昭 44）・清木 俊行（再・昭 46）・俵 新（再・昭 47）・谷本 篤信（新・昭 51） 

山崎 隆志（新・昭 53）・吉野 元章（再・昭 54）・佐藤 敦郎（再・昭 55）・福澤 伸哉（再・昭 57） 

和田 康太郎（再・昭 58）・赤城  庸人（再・昭 59）・牛草 哲朗（再・昭 60）・森 光金（再・昭 61） 

鈴木 修二（再・昭 62）・今井 勝典（再・昭 63）・大久保 将之（再・平 1）・白枝 哲次（再・平 3） 

稲村  孝史（再・平 4）・清水 崇（再・平 5）・藤原 英正（新・平 6）・森山 圭（再・平 7） 

前川  圭吾（再・平 8）・竹内 眞之介（再・平 9）・山下 聖志（再・平 10）・樋渡 類（再・平 11） 

福田 雅（再・平 12）・小川 和聖（新・平 13）・㲽木 祟史（再・平 14）・緒方 崇裕（再・平 15） 

清 雄一（再・平 16）・辻 正太（再・平 17）・朝倉 赳（再・平 18）・杉山 翔一（再・平 20） 

南田 遼太（再・平 22）・道喜 開視（新・平 24）・片山 元（再・平 26）・藤岡 佑将（新・平 28） 

俣野 泰佑（新・平 30） 

なお 昭和 40 年卒は 70 歳以上の会員の特例として代議員欠員となります。 

 

以下の 14 名の方々は、2年の任期途中です。               

     昭 40 石田金次郎、昭 43 中井省、昭 45 佐藤吉見、昭 49 佐々木順孝、昭 50 山中 馨、 

昭 52 池田吉彦、昭 56 福田信夫、平 2金児敦弘、平 19 今西康雄、平 21 水沢仁雅 

平 23 白井英介、平 25 川瀬智博、平 27 濱田悠嗣 、平 29 新見豪太  

 

LB 会費納入率向上ỿャンペーンのお礼 

2017 年は、一昨年の会費が 350 万円と、対前年 15％減少したことから、理事、代議員他や現役を通じ、会費納入

率の向上キャンペーンを実施しました。その結果 P15 の右下のある通り、445 万円の会費を納入頂きました。 

対前年 89 万円、25％の増額になりました。皆様のご協力に改めて感謝！ 

ただし過年度分の納入が 45 万円程度あり、2018 年の予算では 400 万円を見込みました。 

これを達成することも並大抵ではできません。昨年同様に、皆さんの協力を！！！ 

LB 会費納入のお願い；下記のいずれかで振込をお願いします！口座名義人はいずれも「東大 LB 会」です。 

 ・ゆうちょ銀行口座への振込の場合は、同封の振込用紙に必要事項を記入（口座振替者には同封してません）。 

・三菱東京 UFJ 銀行 日本橋支店（０２０）普通預金（５１２５３１１） 

・みずほ銀行    日本橋支店（０３８）普通預金（２２１３９２０） 

会費担当；吉澤伸明(Ｓ５０卒)      携帯;090－7395－9559、メール；aya8423@opal.dti.ne.jp 
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                   2018 年度の事業計画  

 

定款に掲げる 9つの事業について、年度目標を設定して、担当理事を任命し、必要に応じて現役等と共同で、成果

を上げるべく着実に活動する。 

事業 2018 年度目標 活動 時期 

1. 東大ア式蹴球部 

の育成・強化と援助 

東京都一部リー

グ復帰を目指す

現役への全面的

支援 

■施設・用具・備品整備への金銭的支援 

■現指導体制下での現役強化の支援 

■現役の各種活動支援（地元連携､高校生大会､等） 

■新入生入部式・リーグ戦激励会・卒部式への参加 

■現役運営メンバーとの連携 

■リーグ戦を中心とする試合の応援 

■五月祭 

■京大戦（双青戦）開催支援（懇親会費用負担等） 

■海外交流の企画・実行の支援 

■合同納会の開催と費用支援 

通年 

通年 

通年 

4 月、３月 

通年 

通年 

5 月 20 日 

7 月 29 日 

11 月 

12 月 

2.年齢別サッカーチ

ーム運営 

生涯サッカーを

目指し、年齢別チ

ームの活動の活

性化 

■中高年会員の東京都シニア連盟リーグ戦など各種

大会への参戦や交流試合実施 

■若手会員の都社会人リーグ戦参戦 

■京都大学定期ＯＢ戦 

■ホームカミングデイでの各世代の試合 

 亘理町少年サッカー団 

通年 

 

通年 

7 月 29 日 

10 月 20 日 

3.少年少女サッカー

教室 

伝統の維持・進化

と地域浸透 

■現役による企画・運営の指導 

■地域浸透活動の支援 

通年 

通年 

4.東大ア式蹴球部の

歴史編纂 

創部 100 周年記

念誌の編纂 

■創部 100 周年記念誌刊行に向けての諸作業 12 月刊行 

5.スポーツ施設、公

園等の維持管理 

部室・グランウン

ド維持の支援 

■グラウンド状態の維持・改善の支援 随時 

6.サッカーによる国

際交流 

現役国際交流の

支援、OB の参加 

■現役の海外の大学等との交流の企画・実行の支援

（OB 同士の交流も検討） 

11 月 

7.サッカーに関する

情報発信 

LB 会 内、外に向

けた広報の充実 

■五月祭（5/19～20）でのシンポジウムの開催 

■LB 会報の発行 

5/20 開催 

4 月、12 月 

8.会員名簿の作成 

および管理 

情報伝達基盤の

充実 

■連絡先不明会員の情報収集と名簿の管理 

■現役とのより効果的な協力体制の確立 

通年 

通年 

9.その他目的を達す

るに必要な事業 

会員親睦・現役支

援の充実 

■100 周年記念事業の企画・実行 

■会費納入率向上キャンペーン 

■理事会随時開催（必要に応じ臨時総会も） 

2018 通年 

通年 

通年 
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「インフラ整備基金(仮称)」 の設立検討の件 今回初めての試みとして総会に提案され、了承された。 
 

1.  背景・・基金の必要性 
(1) 現役支援活動の変化 
①2015 年までは、LB 会費のほとんどを現役支援(コ-チ代負担)に消費していた。 
②2016 年からは、部室建て替えにより、多額の費用を用立てする必要から、コ-チ代については現役負担とし、

LB 会としての現役支援は、部室を含む「インフラ整備」にシフトすることとした。 
 

(2)インフラの現状 
①部室；諸般の事情を経て、2018 年 3 月から新部室は供用開始となった。全額 LB 会が負担したが、この為に

特別寄附を募ると共に L B 会の予算も使った。 
②御殿下 Gの人工芝；改修後 8年経過（2010 年に張替え）し、全体的に傷みが激しく、部分補修では補いき

れずに、早晩全面張り替えが必要と見込まれる。農学部 Gも 8年経過し、同様。 
③御殿下 Gの照明；グランド内の照度のバラツキが大きく、全体に照度不足。32 基中 5基が消灯しており、

照度低下が進行中。2003 年に設置した現在の照明は 15 年経過して、投光器の寿命が来ており、LED
化は必須と思われる。農学部 Gも同様。 

④スタンド；試合や練習の応援に来てくれる関係者の方々は、基本的に立ち見である。特に農学部 Gには、
観戦用の椅子さえもない状態である。 

⑤更衣場所；御殿下 Gの場合、試合の相手チ-ムは、相変わらずグランド周辺で更衣しているのが実状である。
( 農学部 Gには、今回、新部室に外来者用の更衣室を設けた) 

 

(3)LB 会としての活動状況 
①大学側と協議中。大学側は、いずれも必要性は認識し、協力的だが、予算の見込みが立たない状況は部室

の時と同様。 
②その中で、御殿下 Gの照明については、大学と協議の上、業者による照度の測定と LED 化の概算見積り終

了。投光器の取り換え費用（概算）を体育チームに提出済。 
③また、傷みの激しい御殿下 Gの人工芝については、体育チームに都度要請し大学の予算で部分補修を実施

しているが、老朽化は進行中。補修が痛みの発生に追いつかない状況。 
④スタンドについては、他大学の状況を調査し、業者に簡単なヒアリングをし、大学に相談した段階。 
  

2. 基金の考え方 
(1)インフラ整備は、現役と LB 会員が、安心してプレーできるために必要不可欠であり 

  LB 会としてしっかり取り組むべきテーマである。費用がかさむことから単年度で対応出来るものではなく、
毎年の LB 会予算から一定額を積み立てることを基本としたい。 

(2)今後、整備すべきインフラの内容によっては、部室建替えと同様に、特別に寄附を募ることも合わせて考え
ていきたい。 

 

3. 今後の進め方 
上記の１，２をベースに基金の制度設計、運用方法など具体的な内容を詰め、理事会で審議していくことと
したい。 

 
以上の通り、「インフラ整備基金(仮称)」の設立は、今後の東大サッカー部と LB 会の活動を、より円滑に進める
上で、必要不可欠なことである。 
LB 会としては、創部 100 周年の今年を契機に、是非とも基金を設立し、今後の活動の支えとしていきたい。 

 

（総会で出された意見等） 

・会費から積み立てるだけでなく、不足する分は寄付を募ることが必要だ。 

・グランドを使っている他部（アメフット、ラクロス他）と対話し、費用負担について話し合うべき。 

・資金をより負担した部が、よりグランドを使える可能性は高い。サッカー部だけが負担できない事態は 

 避けるべきだ。他   以上 
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ＬＢ会費納入者一覧表（Ｈ25～Ｈ29） H29欄に䛿1月から12月31日までの振込実績を記入。 2017年 12月31日現在

卒年 氏名 H25 H26 H27 H28 H29 卒年 氏名 H25 H26 H27 H28 H29 卒年 氏名 H25 H26 H27 H28 H29

㻿14 田村三郎(逝去） 12 12 12 㻿41 水澤　雅武 12 15 15 15 15 基金 㻿51 影本　浩 12 12 12 12 12 口座

㻿18 渡辺　隆二 12 12 㻿41 渡辺　翼 24 12 12 12 郵便 㻿51 田中　靖 12 12 12 12 12 口座

㻿23 高崎　達也 12 12 12 㻿42 草野　干夫 75 郵便 㻿51 谷本　篤信 12 12 12 12 12 口座

㻿25 丸山　智信 12 12 12 㻿42 熊谷　貞俊 12 12 12 㻿51 堀井　茂 18 18 18 18 18 口座

㻿27 秋山　榮 12 12 12 12 12 三菱 㻿42 小柳　理 12 12 12 郵便 㻿51 御園　慎一郎 12 12 12 12 12 口座

㻿27 菊井　維正 12 24 12 12 三菱 㻿42 坂井　忠昭 15 15 15 15 15 口座 㻿51 南谷　尚志 12 12 12 12 12 口座

㻿27 三輪　嘉晟 12 12 12 郵便 㻿42 鳥原　光憲 15 15 15 15 15 口座 㻿51 宮武　明 12 12 12 12 12 口座

㻿27 吉富　裕 12 12 12 12 12 郵便 㻿42 三浦　重 12 㻿52 池田　吉彦 15 15 15 15 15 口座

㻿28 柴沼  明 12 12 12 12 㻿42 見米　紘一 12 12 12 12 12 郵便 㻿52 岩田　武史 15 15 15 30 郵便

㻿28 坪田　亜規良 15 12 24 㻿42 吉田　茂男 12 12 12 12 12 口座 㻿52 加藤　重和 15 15 15 15

㻿28 中原　壯六 12 12 12 12 12 郵便 㻿43 小西　敏夫 12 12 12 12 12 口座 㻿52 藤原　真一 15 15 15 15 30 三菱

㻿29 金井　弘夫 12 12 24 㻿43 諏訪　勝久 12 12 12 12 12 口座 㻿52 三島　茂 12 12 12 12 12 口座

㻿29 川辺　正行 12 12 12 12 12 口座 㻿43 中井　省 12 12 12 12 12 口座 㻿52 森井太一（逝去） 12 12 12

㻿30 折原　一雄 12 12 12 㻿43 小川　恭二 12 12 12 12 12 口座 㻿53 青山　研一郎 12 12 12 12 12 郵便

㻿30 鈴木　美暢 12 12 㻿43 小林　将志 15 15 15 15 15 口座 㻿53 阿部　吉弘 12 12 12 12 12 口座

㻿30 深見　浩一 12 㻿43 中尾　捷 12 12 12 12 12 郵便 㻿53 井田  淳 12 12 12 12 12 口座

㻿31 浅見　俊雄 21 21 21 21 21 口座 㻿44 石田　祐幸 12 12 12 12 12 口座 㻿53 加川　実 12 12 12 12 12 口座

㻿31 岡野俊一郎（逝去）15 45 㻿44 大町　達夫 12 12 㻿53 潜道　隆 12 12 12 12 12 口座

㻿31 片山　義朗 12 12 12 12 12 口座 㻿44 加納　研之助 12 12 12 12 12 口座 㻿53 本庄　孝志 12 12 12 12 12 口座

㻿31 山本　修 12 12 12 12 12 口座 㻿44 北川　薫 12 12 12 12 12 口座 㻿53 牧野　尚雄 12

㻿32 片原　清 12 12 10 14 12 みずほ 㻿44 杉山　健一 12 12 12 12 12 口座 㻿53 山崎　隆志 12 12 12 12 12 口座

㻿32 倉田　日出男 12 12 㻿44 小林　喜一 12 12 12 12 12 郵便 㻿54 上村　司 12 12 12 12

㻿32 嶋田　武夫 12 12 12 12 12 口座 㻿44 友定　正治 12 12 12 郵便 㻿54 岸戸　健 36

㻿32 津田　義久 12 12 12 12 12 口座 㻿44 永峰　富一 12 12 12 12 12 口座 㻿54 広瀬一郎（逝去） 12 12 12 12

㻿32 原　靖二郎 12 12 12 12 12 口座 㻿44 鍋島　厚 12 12 12 12 12 口座 㻿54 宮　恭久 12 12 12 12 12 口座

㻿33 井田　信雄 10 10 㻿44 馬郡　貴司 12 12 12 12 12 口座 㻿54 吉江　建一 12 12 12 12 12 口座

㻿33 西野　宏 18 18 18 18 18 三菱 㻿44 松岡　誠也 12 12 12 12 12 口座 㻿54 吉野　元章 15 15 15 15 15 口座

㻿33 浜口　幸久 12 12 12 24 三菱 㻿44 藪内　俊和 15 15 15 15 15 口座 㻿55 青山　市三 12 12 12 12 12 口座

㻿34 畔柳　敏雄 15 15 15 15 15 口座 㻿45 小菅　恭彦 12 12 12 12 12 口座 㻿55 飯島　正 12 12 12 12 12 口座

㻿34 佐藤　芳夫 12 12 12 㻿45 小柳　望 12 12 12 12 12 口座 㻿55 井田　陽彦 12 12 12 12 12 口座

㻿34 長崎　充博 20 12 㻿45 佐藤　吉見 15 15 15 15 15 口座 㻿55 大塚　伸宏 12 12 12 12 12 口座

㻿35 伊野部　元彦 12 12 㻿45 武田　厚 21 21 21 21 21 口座 㻿55 柿木　真澄 12 12 12 みずほ

㻿35 小山　冨士夫 30 30 30 30 30 口座 㻿45 田代　康之 15 15 15 15 15 口座 㻿55 菊地　保旨 12 12 12 口座

㻿35 長濱　毅 36 12 㻿45 新倉　正和 12 㻿55 佐藤　敦郎 12 12 12 12 12 口座

㻿35 福田　泰二 12 12 12 12 12 口座 㻿45 桝井　成夫 12 12 12 12 12 口座 㻿55 湊　和則 12 12 12 12 12 口座

㻿36 足立　格一郎 12 12 12 㻿45 吉崎　英雄 15 15 15 15 15 口座 㻿55 宮崎　洋 12 12 12 12 12 口座

㻿36 野澤　量一郎 12 12 12 12 12 口座 㻿45 渡辺　宏 12 12 12 12 12 口座 㻿56 安藤　豊 12 12 12 12 12 口座

㻿36 松村　保 12 12 12 㻿46 小原　正 12 12 12 12 12 口座 㻿56 牛窪　健一 12 12 12 12 12 口座

㻿37 名越　英夫 21 21 21 21 12 三菱 三菱㻿46 鹿島　文行 12 12 12 12 12 口座 㻿56 田中　聡 12 12 12 12 12 口座

㻿38 梅村　洋 21 21 12 12 12 みずほ 㻿46 金丸仁(逝去） 12 12 12 㻿56 福田　信夫 12 12 12 12 12 口座

㻿38 高橋　一修 15 15 15 12 12 みずほ 㻿46 古村  一郎 12 12 12 12 12 三菱 㻿56 松元　明弘 12

㻿38 中村　紀雄 12 12 12 12 12 口座 㻿46 櫻井　英人 12 12 12 12 12 口座 㻿57 赤星　克彦 12 12 12 12 12 口座

㻿38 門馬　建 9 9 9 9 9 口座 㻿46 清木　俊行 15 15 15 15 15 口座 㻿57 飯島　敦 12 24 12 12 郵便

㻿39 安達　二郎 15 15 15 15 15 口座 㻿47 赤松　秀樹 12 12 12 12 12 口座 㻿57 坂田　中 12 12 12 12 12 口座

㻿39 宇尾　誠一 15 15 15 15 15 口座 㻿47 大日向　明 12 12 12 12 12 口座 㻿57 志水　利彰 12 12 12 12 12 口座

㻿39 小川　肇 12 12 12 12 12 口座 㻿47 金武　貢 12 12 12 12 郵便 㻿57 川村　公一 24 15 24 12 郵便

㻿39 熊沢　英男 15 15 15 15 15 口座 㻿47 黒沢　秀樹 12 48 郵便 㻿57 福沢　伸哉 12 12 12 12 12 口座

㻿39 後藤　雅治 15 15 15 15 15 口座 㻿47 俵　　新 12 12 三菱 㻿58 安　秀和 12 12 12 12 12 口座

㻿39 中島　宏介 12 12 12 12 12 口座 㻿47 手島　直幸 15 15 15 15 15 口座 㻿58 植田　浩 12 12 12 12 12 口座

㻿39 長田  綏男 12 12 12 12 㻿47 戸井　正明 12 12 郵便 㻿58 熊倉　政宣 12 12 12 12 12 口座

㻿39 八田　洋 12 12 12 12 12 口座 㻿47 宮路　康利 18 18 18 18 18 口座 㻿58 斎川　路之 12 12 12 12 12 口座

㻿39 森　紘一 12 12 12 12 12 口座 㻿48 上妻　達也 60 三菱 㻿58 中野　北斗 60 みずほ

㻿39 山浦　紘一 12 12 12 㻿49 井上　正嗣 15 12 12 郵便 㻿58 高木　智 12 24 三菱

㻿39 山田　隆哉 12 12 12 12 12 郵便 㻿49 内田　純司 15 15 15 15 15 口座 㻿58 中谷　知弘 12 12 12 12 12 みずほ

㻿39 吉田　慶次 12 12 12 12 㻿49 岡田　滋行 12 12 12 12 12 口座 㻿58 橋本　睛充 15 15 15 15 15 口座

㻿40 新井　佼一 24 12 12 㻿49 笠原　昌行 15 15 15 15 15 口座 㻿58 和田　康太郎 15 30 15 15 口座

㻿40 石田　金次郎 15 15 15 15 15 三菱 㻿49 佐々木　順孝 12 12 12 12 12 口座 㻿59 荒川　文男 12 郵便

㻿40 石光　豊 12 12 12 12 12 口座 㻿49 田名　眞一 12 12 12 12 12 口座 㻿59 柴田　周 12 12 12 12 12 口座

㻿40 太田　直幹 12 12 12 12 12 口座 㻿49 西澤　良徳 12 12 12 12 12 口座 㻿59 赤城　庸人 15 15 15 15 15 口座

㻿40 加藤　義章 12 12 12 12 12 口座 㻿49 三田　四郎 12 㻿59 田中　琢二 12

㻿40 川瀬　隆弘 12 12 12 24 郵便 㻿50 天野　裕 12 12 12 12 12 口座 㻿59 萩原　豊 6 6 6 6 6 口座

㻿40 畔柳　信雄 12 12 12 12 12 口座 㻿50 遠藤　譲 12 12 12 12 12 口座 㻿60 伊藤　洋 12 12 12 12 12 口座

㻿40 小林　邦彦 12 12 12 12 12 口座 㻿50 磨井　祥夫 12 12 24 郵便 㻿60 小野　平 12 12 12 12 12 口座

㻿40 樋口　周嘉 30 30 30 30 30 口座 㻿50 大高　松男 12 12 12 12 12 口座 㻿60 久井　大樹 12 12 12 12 12 口座

㻿40 深澤　重幸 12 㻿50 尾崎　哲男 21 21 21 21 21 口座 㻿60 衛藤　公洋 12 郵便

㻿40 間宮　誠一郎 12 12 12 12 12 口座 㻿50 柴田　敏之 12 12 15 24 郵便 㻿62 佐藤　哲治 15 15 15 15 15 口座

㻿41 河島　洋征 18 18 18 18 18 口座 㻿50 兵頭　圭介 34 30 30 30 30 口座 㻿62 鈴木　修二 12 12 12 12 12 口座

㻿41 香山　晋 15 15 15 15 15 口座 㻿50 山中　馨 12 12 12 12 12 口座 㻿63 今井　勝典 12 12 12 郵便

㻿41 武田　勝年 15 15 15 15 15 口座 㻿50 山辺　福二郎 12 12 12 12 12 口座 㻿63 金子　健紀 15 15 15 15 15 口座

㻿41 中岡　智信 3 3 3 3 3 口座 㻿50 吉澤　伸明 30 30 30 30 30 口座 㻿63 久保田　健 12 12 12 12 12 口座

㻿41 野村　晋作 15 15 15 15 15 口座 㻿50 松下　兼幸 12 12 12 12 12 口座 㻿63 鹿園　直毅 12 12 15 15 15 口座

㻿41 廣瀬　英雄 12 12 郵便 㻿51 池森　俊文 18 18 18 18 18 口座 㻿63 末永　孝彦 15 30 15 みずほ

㻿41 藤井　俊治 15 15 15 15 15 口座 㻿51 植村　祐幸 12 12 12 12 12 口座 㻿63 末永　浩 12

㻿51 小野田　荘平 12 12 12 12 12 郵便 㻿63 利重　孝夫 15 15 15 15 15 口座
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卒年 氏名 H25 H26 H27 H28 H29 卒年 氏名 H25 H26 H27 H28 H29 卒年 氏名 H25 H26 H27 H28 H29

㻿63 浜田　穣太郎 24 18 H14 沖野　泰之 3 3 3 3 3 口座 H22 後藤　遷也 3 3 3 3 3 口座

㻿63 外野　雅彦 12 12 郵便 H14 柿木　充 18 18 18 18 18 口座 H22 深田　啓介 3 3 3 3 3 口座

㻿63 山本　武志 12 12 12 12 12 口座 H14 光井　逸平 12 12 12 12 12 口座 H22 村上　達哉 12 12 12

H1 大久保　将之 12 12 12 12 12 口座 H14 山中　直岐 6 6 6 6 6 口座 H22 望月　進司 36

H1 後藤　裕一 12 12 H14 南谷　梨沙 12 H22 吉田　航太郎 3 3 3 3 12 口座

H2 安藤　拓朗 12 みずほ H15 都島　豪志 12 12 12 12 12 口座 H23 久木田　紳吾 12 12 12 12

H2 小幡　健太郎 12 H15 緒方　崇裕 60 12 みずほ H23 佐藤　裕人 36 12 36 みずほ

H2 鹿取　正信 15 H15 小野　高志 12 12 12 12 12 口座 H23 白井　英介 12 三菱

H2 金元　輝 12 12 12 12 12 口座 H15 中島　大智 15 15 15 15 15 口座 H23 松谷　康平 3 3 3 3 3 口座
H2 金児　敦弘 12 H15 米山　雅也 12 12 12 12 12 口座 H24 鈴木　康平 12
H2 熊岡　尚 12 12 12 12 12 口座 H15 胡内　健一 12 12 12 12 12 口座 H24 野中　尚輝 3 郵便
H2 黒木　博史 10 H15 新山　通世 12 12 12 12 12 口座 H24 蒔田　祐貴 12 12 12 口座
H2 住谷　安史 12 12 12 12 12 口座 H15 吉田　寛 12 12 12 12 12 口座 H24 三浦　良介 12
H2 中村　文彦 12 12 12 12 郵便 H16 河島　清貴 12 12 12 12 12 口座 H24 宮川　啓輝 12 12 郵便
H2 橋本　昌司 12 12 12 郵便 H16 小松　幸広 12 12 12 12 12 口座 H25 入松川　知也 3 3 3 口座
H2 早野　裕 12 12 24 12 みずほ H16 清　雄一 15 15 15 15 15 口座 H25 鈴木　宏樹 12 12 12 12 口座

H3 荒巻　俊也 12 三菱 H16 高橋　康一 12 12 12 12 12 口座 H26 上原　大樹 15 15 郵便

H3 小島　恭 12 郵便 H16 贄川　俊 15 15 15 15 15 口座 H26 植松　黎 3 6 口座

H3 白枝　哲次 12 12 12 12 12 口座 H16 茂木　高志 12 12 12 みずほ H26 遠藤　有香 3 12 郵便

H3 津村　健司 12 30 郵便 H16 渡部　雅史 12 12 12 12 12 口座 H26 大島　優迪 12 12 12 口座

H3 平岡　洋 12 12 12 12 12 口座 H16 渡辺　勇樹 12 12 12 12 12 口座 H26 大薗　隆太 24 12 三菱

H3 山口　壱和 12 12 12 12 12 口座 H17 河村　俊太郎 3 3 3 3 12 口座 H26 片山　元 12 24 三菱

H3 山田　祈一 24 12 三菱 H17 坂本　優 12 12 12 12 12 口座 H26 賀茂　駿介 3 3

H4 天野　賢一 12 12 12 12 12 口座 H17 瀬谷　洋平 3 3 3 3 12 口座 H26 吉清　裕一 12

H4 稲村　孝史 12 12 12 12 12 みずほ H17 辻　正太 15 15 15 15 15 口座 H26 小林　三奈美 10

H4 加藤　久直 20 H17 一言　正之 15 15 15 15 15 口座 H26 中川　雄貴 12

H4 荻野　哲弘 12 H17 牧　尚史 15 15 15 15 15 口座 H26 長尾　林太郎 3 6

H4 早間　央 12 12 10 H18 朝倉　赳　 12 12 12 12 12 口座 H26 広川　英司 6

H4 嶋田　陽介 12 12 H18 岩田　真吾 12 12 12 12 12 口座 H26 光永　尚史 24

H4 中村　一朗 12 12 12 12 H18 上土居　悠 15 15 15 15 15 口座 H26 矢野　槙一 12 12 12 口座

H4 蜷川　明男 12 12 12 12 12 口座 H18 梶原　康嗣 3 3 3 3 12 口座 H26 宮城　朋果 24

H4 前沢　重男 12 12 H18 北村　篤司 3 3 3 3 12 口座 H26 山川　剛 3 3 12 12 口座

H5 岡垣　啓司 12 12 12 12 12 口座 H18 鈴木　陽子 12 H26 山口　裕吾 6 6 12 12 三菱

H5 大西　啓介 20 H18 寺田　宏幸 12 12 12 12 12 口座 H26 山崎　華奈子 3
H5 星川　佳広 12 48 三菱 H18 福島　周作 3 3 3 3 3 口座 H27 日下　暢之 24 郵便

H5 島上　浩二 24 48 みずほ H18 宮副　照久 3 3 3 12 12 口座 H27 榊原　和洋 3 三菱

H5 堀江　弘一郎 12 三菱 H18 山崎　浩平 12 12 12 12 12 口座 H27 濱田　悠司 3 みずほ

H6 藤原　英正 12 H19 赤木　升 12 12 12 12 12 口座 H28 花嶋　陽 3 3 郵便

H6 霜島　弘則 36 50 基金 H19 池田　亮一 12 H28 嶺川　一喜 3
H6 西原　基史 12 みずほ H19 石黒　雄一 12 12 12 12 12 口座 H28 坂本　晋吾 12 みずほ

H7 大川　幸樹 12 12 口座 H19 今西　康雄 12 みずほ H28 中西　大貴 3 3 みずほ

H7 高橋　康之 12 H19 金子　泰拓 12 H28 池田 濯 3 3 口座

H7 吉川　健司 12 12 12 12 12 口座 H19 河村　卓修 12 12 12 12 12 口座 H28 金瀬　宇彦 12 12 口座

H7 分部　隆夫 24 30 H19 斎木　拓郎 3 3 3 3 3 口座 H28 近松　岳洋 12 12 口座

H8 神田　毅 12 12 H19 西村　直紀 3 3 66 12 12 口座 H28 辻　淳之 3 3 口座

H8 鈴木　智典 12 12 御殿下ｻｯｶｰｽｸｰﾙ36 36 36 H28 増田　貴行 3 3 口座

H8 古川　弘之 15 15 15 15 15 口座 H20 青木　宏 12 12 12 12 12 口座 H29 鈴木　咲絵子 12 郵便

H8 前川　圭吾 45 H20 明石　篤 12 12 12 12 12 口座 H29 高野　陽介 12 三菱

H8 松田　直樹 12 12 12 12 12 口座 H20 碇　知也　 12 12 12 12 12 口座 H29 中間　雅之 12 口座

H9 江口　英樹 12 H20 池田　暁彦 3 3 3 3 口座 H29 新見　豪太 12 口座

H9 竹内　眞之介 12 12 H20 伊藤　貴寛 12 12 12 12 12 口座 H29 美　真生 3 三菱

H9 村岡　哲郎 24 24 H20 菊月　達也 3 3 3 3 12 口座 Ｈ29 富山　潤一 12 口座

H10 秋山　淳 60 H20 木野本　朋哉 12 12 12 12 12 口座

H10 萩原　隆之 15 H20 杉山　翔一 3 3 3 3 21 口座

H10 端本 昌夫 12 H20 ⏿中　計政 6 6 6 6 6 口座

H10 菱沼 紀行 24 H20 水口　智 50 注記；1月～12月納入を当該年の会費
H10 矢野 将文 15 H20 宮本　雅之 12 12 12 12 12 口座 　　としてます
H11 大谷　聡 12 12 12 12 12 口座 H２１ 大沢　拓巳 12 12 12 12 12 口座

H11 小林　政雄 12 H21 小薗　健太 12 36 三菱 H20：269人、3472千円
H11 永井　伸 24 H21 鈴木　亮平 15 15 15 15 郵便 H21：300人、3815千円
H11 日高　直俊 12 12 H21 高橋　信行 12 三菱 H22：338人、4400千円
H11 樋渡　類 12 12 12 12 12 口座 H21 千布　勇気 12 12 24 三菱 H23：347人、4447千円
H11 宮川　尚久 15 15 15 15 15 口座 H21 中川　隆 12 48 三菱 H24：343人、4451千円
H11 永守　大輔 12 口座 Ｈ21 中島　悠司 24 12 三菱 H25；310人、3944千円
H12 伊地知　亮太 3 3 Ｈ21 那須　雄介 6 H26：304人、3868千円（H26,4月～12月）
H12 下田　　修平 12 12 H21 林　敏 12 12 12 12 12 口座 H27：311人、4159千円（H27,1月～12月まで）
H12 新倉　一郎 12 H21 船本　洋平 12 12 12 みずほ H28；278人、3,562千円（H28,1月～12月）
H13 足立　雅人 12 郵便 Ｈ21 水澤　仁雅 15 15 15 24 三菱 H29: 318人、4,454千円（H29,1月～12月31日）
H13 五十嵐朝青 30

H13 伊藤　陽介 12 12 12 12 12 口座 4,454 318 318
H13 小川　和聖 12 12 15 口座 　

H13 我部　有 12 12 12 12 12 口座
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真ん中の水色の屋根が新部室。左は農学部グランド    清潔な男子トイレが併設された（女子トイレもあり） 

 

男子のシャワー室（独立のシャワーブースが 11 基あり） 女子の更衣室（ロッカー18 人分、シャワーブース４基） 

 

 

1/6 の初蹴り会；白はシラク（教育大付属 OB,LB もいる） 

ブルーは LB, 毎年熱戦が繰り広げられている＠農グラ 

2/10 定期戦；濃紺は防衛大、黄色は北大。3 校対抗

で大いに盛り上がった。今回は防衛大だけでなく北

大にも苦戦。懇親会は防衛大の 1 期生も出席され大

いに刺激を受けた。＠横須賀/防衛大 G 

 

 

 



 

 

東大ア式蹴球部創部 100 周年記念ﾎﾟﾛｼｬﾂ製作・販売のお知らせ    2018 年 3 月 

 

このたび標記記念ﾎﾟﾛｼｬﾂ製作・販売の準備を進めております。つきましては御購入を希望され

る方は、下記要領にて申し込みの受付をさせていただきますので、奮ってご購入いただきますよ

うお願い申し上げます。 

 

記 

１、 仕様 （裏面参照）；アメリカの有名スポーツメーカ―のアンダーアーマー社のポロシャツ（定

価 5千円、高㏿乾性素材で伸縮性あり、肌触りが良い）を使い、エンブレム、卒年、ネーム入り

の百周年限定のものを提供します。 

 

（１） 種類 半袖のﾎﾟﾛｼｬﾂ （ｱﾝﾀﾞｰｱｰﾏｰ製） 

（２） ｻｲｽﾞ XL ｻｲｽﾞ L ｻｲｽﾞ M ｻｲｽﾞ S ｻｲｽﾞ （寸法裏面参照） 

（３） 色  白 

（４）生地 ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ 95％ ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ 5%（高㏿乾性） 

（５）その他  

左胸 ｴﾝﾌﾞﾚﾑ（現役と同仕様）        <縫付け>   

左肩：卒年（和暦 2 桁）＆ﾈｰﾑ（姓のみ漢字）＊ <刺繍>  例）平成元年卒：「01」 

右肩：100th Anniversary          <刺繍> 

 ＊ﾎﾟﾛｼｬﾂ記載用の卒年・ﾈｰﾑ（姓）を同封の払込取扱票指定欄にご記入ください。 

なお、（ご父兄等）ｻﾎﾟｰﾀｰの方は（ｻﾎﾟｰﾀｰ欄にﾁｪｯｸ願います）ﾈｰﾑ（姓）のみ記載 

とさせていただきます。 

 

２、 価格 

（１） 半袖（税込み） 7500 円/枚 （消費税 送料込み）                         

（２）送金手数料（郵便局 ATM 利用 80 円） ご購入者のご負担でお願いします 

 

３、 日程 

4 月 30 日（月）  申し込み締め切り    

 

6 月中旬（目処） お届け先（払込取扱票記載住所）まで郵送 

（7月末の京大戦に間に合うようにお送りしようと思っています） 

 

４． 申し込み方法 

同封の「払込取扱票」通信欄に必要事項（上記卒年 ﾈｰﾑ ｻｲｽﾞ 枚数 住所等）を記載の

上、郵便局にてお振込みください。振込み入確認を以って申し込み受付とさせていただき、6 月

中旬目処に品物を送らせていただきます。 

 

 問い合わせ（＊振込み先）：東大 LB 会事務局 創部 100 周年記念ﾎﾟﾛｼｬﾂ担当 

＊福澤 伸哉（57 年卒） 080-4919-2587 fukuzawa-sny@nshard.co.jp  

和田康太郎（58 年卒） 080-6867-6187 k-wada@nsu-naiko.co.jp（CC 先） 

 

 ※なお、上記「払込取扱票」が必要な方は、上記宛メール（住所 氏名 電話番号）を 

 いただければ別途送付させていただきます。 

 

※長袖について皆様のご希望有無をお聞きいたしたく、払込取扱票指定欄にご記入を 

お願い致します。                       

以 上 
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100 年記念誌 目次（案）    

Ⅰ．100 年の軌跡                       （敬称略） 

 ・まえがき 

 ・写真グラビア／過去～現在のＬＢの変遷 

        ／殿堂：レリーフ写真（90 年以降に殿堂入り／大谷、浅見、牛木） 

 ・巻頭座談会／東大ア式 100 年の振り返り。データ、図、写真 

 ・東大 LB 会と東京ユナイテッド FC の相関図（福田監督インタビュー等） 

 ・インタビュー／小山、鹿園部長 

 

Ⅱ．90～100 年の歴史 

(1)この 10 年間の歩み 

 ・LB-BRB 東京 → 東京ユナイテッド FC。  ・文京 LB レディース 

 ・女子部誕生 

 ・シニアサッカー／LB70､60 の活性化、40/50 代の状況／寄稿､ｲﾝﾀﾋﾞｭｰ､記録整理 

(2)この 10 年間のトピックス 

 ・LB 会を一般社団法人化、新部室建設 

 ・歴代主将が語る「自分の時代のチーム」／主将インタビュー、対談など 

 ・東大と日本サッカー協会の連携／寄稿 福田 

 ・海外との交流／オックスフォード来訪。タイ遠征、チュラロンコーン大学。 

 

Ⅲ．御殿下少年サッカースクール （2019 年に創立 50 周年を迎える） 

 ・年代史的なもの／インタビュー～兵頭、佐々木、竹内。 寄稿。 

          浅見作成資料「少年サッカースクール指導書」、戸苅論文 

          写真、エピソード､卒業生の思い出、初期メンバー同窓会 

 ・これからのスクール／寄稿 利重 

 

Ⅳ．100 年に向けた寄稿 等     

 ・外部寄稿；東大運動会南風原理事長、杉山総長室顧問、 

田嶋日本サッカー協会会長、成澤文京区長、京大、等 

 ・追悼寄稿／須賀、田村、岡野、中島、高田、八林、金丸、杉浦、森井、 

        荒川、安 ～故人への寄稿 

 ・活躍する卒業生寄稿、インタビュー／ 

        選    手：久木田、添田 

        マネジメント：利重 

※・卒業生寄稿／会員に幅広く募集（「百周年記念誌への寄稿のお願い」で依頼） 

 ・現役寄稿／100 周年の年に在籍している現役部員の思い 

 

Ⅴ．2018 年 100 周年の年のイベント 

 ・リーグ戦（男子部、女子部） ・京大戦 ・海外遠征 

 ・新部室お披露目 ・五月祭 ・ホームカミングデイ ・100 年記念パーティ 

 

Ⅵ．90～100 年の記録整理 

 ・各期の試合記録とコメント（90 年誌と同じ体裁で記録に残す） 

年表 

広告 

          320 頁前後 1000 部 

以上 



 

 

 

東大 LB 会会員各位                     2018 年 3 月  

                             一般社団法人東大 LB 会 

                              理事長  武田 厚 

                             東京大学ア式蹴球部 

                              部長   鹿園直毅 

 

東大ア式蹴球部百周年記念誌への広告掲載及び寄稿のお願い 

 

会員の皆様には益々ご壮健にお過ごしのこととお慶び申し上げます。また、平素より東大 LB 会および

東大ア式蹴球部にご支援ならびにご協力を賜り、厚くお礼申し上げます。 

さて今年は、ア式蹴球部百周年となる記念すべき年であり、各種の行事が企画されています。その一

つとして、百周年記念誌の発行を予定しており、LB 会員の皆様から下記の要領で広告掲載及び寄稿をお

願いする次第です。10 年前の 90 年誌には、会員の皆様から寄稿と広告を頂いています。お忙しい所恐

縮ですが、よろしくお願い致します。 

 

記 

 

（広告掲載）記念誌に広告の掲載をお願いします。記念誌の発行には多額の費用が掛かります。 

広告掲載を検討いただける方は、下記の LB 会事務局までご連絡いただければ助かります。 

よろしくお願い致します。 

 

（寄稿） 

・文章の内容・長さ；内容や長さは自由ですが、紙面の編成の都合により担当の方で 

編集することをご了解下さい。平成世代の方々からの寄稿も是非お願いします。 

・原稿の形式；できるだけワードにして頂ければ有難いです。手書きの場合は担当まで郵送願い             

ます。ワードは 1ページで 1400 字程度です。 

・写真の提供；写真があれば、入れたいと思いますので、提供ください。 

・原稿の締め切り；4月末（目途） 

 

 

（参考）記念誌の 1 ページは、1600 字程度の文章と写真を 2枚程度掲載できます。 

（参考）記念誌（320 ページ前後で、1000 部印刷予定）は、11 月末完成予定で、年内 

      に購入希望者にお届けする、もしくは 12 月 8 日（土）に予定する百周年記念パーティーで

お渡しすることで作業を進めています。 

 

（記念誌担当） 

・池田吉彦（S52 年卒）；eifuku-ikeda@nifty.com、090-2587-3143 

・井田 淳（S53 年卒）；motoko1713@mtd.biglobe.ne.jp、080-1149-4532 

 

（LB 会事務局） 

・吉江 建一（54 年卒）；kkyoshie0105@gmail.com 070-2655－2778 

・和田康太郎 （58 年卒） k-wada@nsu-naiko.co.jp 080-6867-6187                                                              

 

（学生窓口） 

・俣野 泰佑；kkz1121.tm@gmail.com 090-4490－4514 

・糸谷 あゆむ；ayumi.itotani.2104@gmail.com 090-5527－7088        以上 


